





































124 荻野 ：ともに学ぶ教育学 （その2)
1.経過の中で改善されたのはどんな点か
第一に，第1回目の講義のとき 「講義計画表」を配布してから始めることにしたことがあげ


















0 0 0 0 0 0 0 
(A) 何とすばらしい感想でしょう ／ あなたの成功に心からの祝福をおく りたいと思いま
す。（後略）





み直してほしいと切に感じます。……けれど， この教科書は教育学であり， あく までも手引書
であります。子どもたちとふれ合い，自己を磨いていく教育をしていきたく思います。それが
私たちの使命であり，子どもたちが求めていることなのだと，今思うことができま した。















































































































＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 16 24 50 17 1 108 
14. 8 22. 2 46. 3 15. 7 0. 9 
1989年前期 30 28 39 25 1 123 
24. 4 22. 8 31. 7 20. 3 0. 8 
差の有意性 θ ｜／ 
上段は人数，下段は%
表2 自学の成績分布の変化（養護コー ス）
＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 103 55 30 5 。 193 
53. 4 28. 5 15. 5 2. 6 
1989年前期 163 21 7 。 。 191 
85. 3 11. 0 3. 7 
差の有意性 ⑥ ＠ ＠ ［／ 
上段は人数，下段は出
表3 自学の成績分布の変化（初等2年）
＼＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 15 35 74 19 。 143 
10. 5 24. 5 51. 8 13. 3 
1989年前期 114 15 4 2 。 135 
84. 4 11.1 3. 0 1. 5 









































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
供達も 「ごはんが足りないからJの一言で埋められることになるのか。
















































































































































0 0 0 0 0 
生き甲斐にしたからです。 ……両親が浪人を認めてくれた時，私の命は死から立ち直れました。
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